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研究主題

文化・社会の多様性・複合性や相互交流を理解するたあの力を育てる授業展開の工夫

主題設定の理 由と研究の経過

交通 ・通信 など科学技術の発達 によ り、経済をは じめ様 々な分野で 「世界の一体化」が進

む一方で、地域紛争 は頻発 し、諸国 ・諸地域間の経済格差や経済摩擦 もや まな い。そ して、

21世 紀 に向けて人類が立ち向か うべ き課題 も深刻な もの とな って いる。 こうした社会を生 き

てい くためには、①他者 を理解 し受容する②様 々な角度か ら物事をみ る③ 自らの意見を もっ

た上で少数の意見を も尊重 して合意を形成 し、問題 を解決す るなどの姿勢が求 め られ る。 そ

こで、本部会では上記のよ うな研究主題を設定 し、以下 の三っの視点か ら研究 に取 り組ん だ。

1異 なる文化の受容 と衝突

歴史上 、多 くの民族 ・国家が、異 なる文化や宗教 を持 っ人 々と交流 ・衝突 し、時には新 た

な発展をとげ、時には滅亡の道をたど って きた。様 々な文化 ・宗教 ・言語 ・体制 などを持 っ

た人 々が交わ るときの難 しさや、素晴 らしさを過去の多 くの事例が語 ってい る。そこで この

グループで は、ある文化の中に異文化が取 り込 まれてい った事例 として、 「日本の産業革 命

期 における農村 と都市」、 「太平天国 の乱における思想 」、 「中国近代 におけ る西洋文化 の

受容 」を、また異文化社会に対す る無理解が民族的軋礫を もた らした事例 と して、 「満州 農

業移民」、 「古代国家 カル タゴの興亡」を とりあげ た。そ してその中か ら、国際社会におけ

る交流 と相互理解の在 り方を考え させ る授業展 開の工夫を試みた。

II異 なる視点か らみた交流 と共生

現代社会は、様 々な文化 ・地域 ・民族 との緊密かっ複雑な結 びっ きの上 に成 り立 ってい る。

しか し、 日本人の意識の中には、従来あま り重視 されて こなか った地域や国 に対する偏見や、

軽視 されて きた集団に対す る固定観念が依然 として存在 している。 こうい った偏見や固定観

念 を克服 し、文化 ・社会の多様性 ・複 合性や相互 交流を より深 く理解す るには、多角 的に

「異 なる視点」か ら歴史的過程や地理的特質を とらえ なおす必要があ る。 そ こで このグル ー

プで は 「アフ リカ」、 「女性」、 「小国」、 「中国系住民」 とい う視点 か らみた五っのテ ー

マを取 り上げる。誤解や偏見を もたれやす い内容 に も焦点をあて、相互理解や共生 の在 り方

につ いて考え ることので きる力を育て る授業展開の工夫を試みた。

皿 身近な素材を通 してみ た世界 と日本

現代の我々の社会 は大量の情報や 「モ ノ」に支え られ、便利で豊かな生活 を享受で きるよ

うになった といわれ るが 、その反面、効率化、均一化 、マニ ュアル化が推 し進あ られ、創造

性 ・探究心の欠如や人間関係の希薄 さな どが生み出 され た。 また、氾濫す る情報や 「モノ」

は、物質的豊か さの実感 を麻痺 させ、 「モ ノ」に対 す る感謝を忘れ させている。 このよ うな

現在、 まず身近 な事物に対 しての興味 ・関心を持ち、探究 してい く精神を育 むことが求 め ら

れて いる。そ こで この グループでは 「絹織物業」 「米国籍企業」 「農業」が生み出すモ ノを

素材 に歴史の形成を複合 的にとらえ、地理歴史への関心 を持たせ、理解を深 める授業展開の

工夫 を試みた。
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1異 なる文化の受容 と衝突

1.古 代国家力ルタゴの興亡

(1》 教材 と して取 り上げた理 由 紀元前2,500年 頃か ら、地中海東岸部 に多 くの都市国家を

建設 し、オ リエ ン ト・地中海両世界 に海洋 商業覇権を樹立 したフェニキア人。それ らの都市

の一 っ、 テユロス市が紀元前9世 紀末、北 ア フ リカに建設 した植民市 の代表格 が カル タゴで

ある。以後、紀元前2世 紀後半 まで地中海 随一 の大商業国家 として栄 えたカル タゴは、軍事

力に頼 らず、専 ら商業経済活動 を通 じて異民族 に富 と文化 を伝え、ギ リシア ・ローマ各文化

圏 との間に も深い相互交流を持 った。 しか しカルタゴは同時にギ リシア ・ローマか ら誤解 さ

れ、更には3度 に及ぶ ポエニ戦争の結果 ローマによって滅 ぼされた。 カル タゴはなぜ このよ

うな運命を辿 ったのか。異文化圏同士の衝突が互いの受容 や理解 に勝 って しま ったのであろ

うか。 このカル タゴ滅亡の悲劇を考察す ることによ り、現代 日本 の状況、及び 日本社会が今

後進むべ き道を、その遺 された教訓 の中か ら掘 り起 こす ことをね らいと して本教材 を取 り上

げた。

(2)本 時のね らい 本時は4時 間構成の第4時 限 に当たる。第1時 限で は都市国家 ローマの

起源 、及び当時の ローマ周辺部地域 における民族分布を、第2時 限で はローマ共和政の発展、

及 びイタ リア半島統一の過程 を、第3時 限で はポエニ戦争以前 までの カルタゴ概略史、及び

ポエニ戦争を各 々扱 う。本時で は 「文化の相互交流 ・衝突」 とい うテーマ史的な観点か ら、

カルタゴとギ リシア ・ローマ各文化圏 との相互交流 と衝突、及びカルタゴの滅亡 とそこか ら

得 る教訓を通 じ、現代の 日本 と他国 との文化交流推進 に際 し注 目すべ き点を導 き出 し、考察

させ る。学習指導要領で は 「世界史B」 の 「(1)文明の起 こり」の 「イ 地中海文 明」で扱 う。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・紀元前3世 ○イ タリア半 島統一直前の ローマが カル タゴとの間 ・ ワ ー ク シ ー ト

導 紀前半におけ に交わ した平和条約の内容に触れ、両者間の勢力均

るカルタゴと 衡につ いて確認す る。
・資料 「カ ル タ

入 ロ ー マ ○半 島統一 後 、 ローマの領土 拡大 の意 志が シチ リ ゴ ● ロ ー マ 間 の

ア、及 び北 アフ リカに向け られた ことを確認する。 平和条約」

・カル タゴ と ○カルタゴが、商業活動を通 じて高度な文化をギ リ ・ ワ ー ク シ ー ト

ギ リシア ・ロ シア ・ロ ーマ各 文 化 圏 に伝 え る一 方 で 、 逆 ル ー トの (白地 図)

展 一マ各文化圏 交流 も盛んであ ったことを言語 ・宗教 ・政治機構 ・ ・資料 「カ ル タ

との相互交流 技術等、分野別の例か ら総合的に理解する。 ゴの商業活動、

○古代地中海文化圏における相互文化交流の形態は その様相 」

東 西(オ リエ ン トーギ リシア ー ロ ーマ)横 軸 のみ な ・図版 「カ ル タ

らず 、南 北(カ ル タ ゴ ーギ リシア ・ロー マ)縦 軸 の ゴの工芸品」

開 関係か らも考察す べきである ことを理解 する。

・両者の衝突 ○相互交流の中で、ひたすら富の追求に余念のなか ・資 料 「カル タ
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1つ た カル タゴ・それをギ リシア ●ローマが否定的に ゴに対す る批 判1

見ていた状況、及びその理由を解明 し、理解す る。 例 」

・ハ ンニバル ○将軍ハ ンニバルが軍 人であ ると同時に民主政 を推 ・資料 「ローマ

の国政改革 と 進 した有能な政治家で もあ った こと、またそれ故に 人 に恐れ られ た

ローマ側の警 ローマが彼の人 とな りを恐れ たことを理解す る。 ハ ンニバル」

展 戒心の萌芽 ○第2次 戦役後 、カル タゴが不利な条約 内容を遵守 ・資料 「第2次

し、 ローマに対 してひたす ら誠実な外交 を展開す る 戦役後の両者 間

一方 、以前 に も勝 る繁栄を遂げた ことを理解す る。 の条約 内容 」

・ローマ側の ○ カ トーに代表 され る反 カルタゴ強硬論が ローマ社 ・資料 「カ トー

警戒心の増大 会の中に現れて きた原因を理解する。 の強硬論 とスキ

0ま た同時にカルタゴをよ きライバ ルと見な し、共 ,ピ オ=ナ シカの

存共栄を願 った穏健派 も存在 した ことを理解す る。 勢力均衡論 」

・カル タ ゴ滅 ○ 隣 国 ヌ ミデ ィア国王 マ ッシニ ッサ が ロ ーマ の庇 護 ・資料 「マ ッ シ

亡の前夜 下、 カル タゴへ度 々侵入 し、平和的解決を望んで い ニ ッサのカルタ

開 たカルタゴの忍耐が 限界に達 したことを理解す る。 ゴへ の侵入」

・カル タ ゴの ○第3次 戦役が、カルタゴの対 ヌ ミデ ィア防衛戦を ・資料rカ ル タ

滅亡 条約違反 と見な したローマ側 の一方的な通牒 により ゴ使節の平和へ

始 まった こと、及びカル タゴ側 はこれに対 し最後 ま の懇願 とローマ

で平和共存への道 を模索 していた ことを理解す る。 側 の最後通牒」

・文化交流 と ○ カ ル タゴ と ロー マ は同 時並 行 して存 在 し、 また 相 ・ワー ク シー ト

ま 衝突 互の無理解による衝突が 、時 と して受容 を凌 ぐこと(ま とめ)

を理解す る。

と ・ポ エニ戦 争 ○古代地中海世界における帝国主義国家 と商業主義

国家 との宿命 的な対決で もあ った ことを理解す る。

あ ・現代 日本の ○物質文明や経済活動のみを過度に重視する危険性 ・感想文の作成

今後の課題 を・カルタゴの遺 した教訓か ら学 び・考察す る・1

(4)評 価の観点 ①古代地中海世界における文化交流の形態が、東西 のみな らず南北の機軸

か らも理解で きたか。②ギ リシア ・ローマが、 カル タゴに対 して抱 いた警戒心 の基 となった

原因を理解 できたか。③物 質文明を享受 し、産業立国 と して繁栄 して きた現代 の 日本社会が

抱え る問題 、及び今後の 日本が他国 ・他民族 との交流を深めて行 くに際 し、どの様 な点 に注

目すべきであるのかを考えさせ る場 とな り得たか。

(5)指 導上の留意点 ①参考文献か らの引用 は、生徒が理解 しやす く、関心 を持て るよ うに

その内容を精選す る。②相互文化交流 に関 して は、あ らか じあ記入 しやすい地図を用意 す る。

③感想文を書かせ るにあた っては、あ らか じめ着 目点を説 明 してお く。

2.太 平天国の乱 における思想

(1)教 材 として取 り上 げた理 由 中国の植民地問題の発端 となったのはアヘ ン戦争で あ り、
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その後に続 く太平天国の乱 ・アロー戦争の歴史 はまさに中国の半植民地化が進 め られてい っ

た過程で あ った。 これ らの中で中国 は、西欧近代文化の優秀性 に触れて従来の中華思想 ・儒

教倫理 を見直 さざるを得ず、西欧近代文化を受容する姿勢が とられた。そ こで、 この激動の

時 代にあ って中国の人 々が、異なる文化や宗教を もつ人 々とどの ように交流 ・衝突 していっ

たのかをみ ることによって、現代の国際社会 における交流 と相互理解のあ りかた について考

察 を深 める ことをね らい として、本教材 を取 り上げた。

(2)本 時 のね らい 本時は4時 間構成の第2時 限に当たる。第1時 限では 「清の衰退 とアヘ

ン戦争 」を取 り上げる。本時では、太平天国の乱を取 り上げ、 この運動の本質を理解 するた

めの重要な鍵になると思 われ る洪秀全や太平天国の乱の思想(特 にキ リス ト教の影響 を中心

に)を 探 り、 また、その思想がどのよ うな影響を この運動 に与え たのかにっいて考察 させ る。

第3時 限で は 「太平天国の乱の意義 とア ロー戦争」、第4時 限で は 「ロシアの中国周辺への

進 出、明治維新 と朝鮮 の開港 」を取 り上 げ る。本時の内容 は、学習指導要領で は 「世界史

A」 の 「(3)19世紀の形成 と展開」の 「ウ アジア諸国の変貌 と日本」、 「世界史B」 の 「(5)

近代 と世界の変容 」の 「ウ アジア諸国 とヨーロ ッパの進出」で扱 う。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・中国の農民 ○中国の農民反乱が、各時代の衰退期に必ずと言っ ・資料 「中国の

導 反乱 について ていいほど起 こっている事実を確認 し、その共通す 今までの農民反

復習する る部分 は何であ るかを理解す る。 乱 」

○宗教反乱 においては、極あて観念的であるが、い

入 ずれ も宗教的理想世界を現実界に実現 しよう、とい

う期待を もっていた ことを理解す る。

・洪秀全 にっ ○洪秀全の生 い立ちについて理解す る。 ・資 料 「洪 秀

いて 客家の出身で地元の人 々か らは差別 され た。 全J

科挙の試験を受け儒教的素養が身についていた。

・洪秀全 とキ Ol837年 の幻想体験か ら 「勧世良言 」 との出会いに ・資料 「洪秀全

展 リス ト教 との よ って、上帝に命を受けたのだ と言 う確信を得た と の幻想 」

出会い い うことを理解する。

・太平天国の ○中国で唯一キ リス ト教主義的な思想内容を取 り入 ・資料 「天条十

田 木 目
.tug.c.. れ たことを理解す る。 款 」 「モ ー セの

○太平天国の理想が多 くの人々に期待されたことを 十戒 」 「太平軍

理解する。 軍律 」

①新しい救いの神=天 父上主皇上帝に人々は現在

の境遇か らの救 いを求 めた。 「天 朝 田 畝制

開 ②土地の均分 ・男女平等 ・弁髪禁止 ・纏足禁止な 度」 「太平天国

どに人 々は共鳴 し期待 を もった。 についての民間

・太平天国の ○太平天国は多 くの人々に期待されなが らも失敗 し 伝承」
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{ 崩壊 て しま うがその理 由を考えてみる。

①思想の限界 ・資 料 「幼 学

l
I

②制度の不徹底 詩 」 「上帝 」
1

土地 の均分 は実 際は行われなか った。

展 平等は うたってはいて も、官尊民卑 であ り、天

王 ・東王 ・西王 ・南王 ・北王 ・翼王な どの存在

もあ った。

③指導者たちの内部対立

④ 「太平天国 はキ リス ト教国」と思い初期 には支

開 援 した列強がアロー戦争後には武力干渉政策に

i
転換 してい った。

⑤郷勇の活躍

I

l

ま ・太平天国の 0洪 秀全はキ リス ト教思想を取り入れたが、全体を

と 田相
」」 、」じ6、 貫 いて いる精神 は儒教思想 とそれよ りもっと古い上

め 帝 の信仰であ った ことを理解す る。

(4)評 価の観点 ① 太平天国の掲げた思想を理解で きたか。② なぜ太平 天国 に多 くの人 々が

参加 したのか理解で きたか。③なぜ太平天国は失敗 したのか理解で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①難解 な資料については、現代語訳 した資料を提示す るよ う配慮す る。

②資料の読み とりは内容 を理解で きるよ う分か り易い解説 を加 え、取 り上げる箇所 の精選 も

考え る。

3.日 本の産業革命期 にお ける都市の近代化 一東京の城北地区を対象 と して 一

(1)教 材 と して取 り上げた理 由 人 は異文化 に対 して抵抗感 と興味関心 とい う背反す る感情

を もっ ものであるが、 ときには無批判的に受 け入れよ うとす る場合 もあ る。近代 日本が欧米

の技術 ・制度 にふれ たとき もほとん ど一方的な受容だ った といえよ う。現代の 日本がいまだ

近代 ヨーロ ッパ に発生 した工業文化 に強 く影響 されていることを考え ると、その受容 と消化

の過程を確認 し問題点を点検する作業はなおざ りにするべ きで はない。 ここでは新 しく導入

され た近代工業 を基軸 に都市が新 しい発展 を とげてい く過程を通 して、明治期の人 々が近代

化 を受容 してい った様子を考察 し、その急速 な近代化が ひずみを ともな っていた情況を理解

させ、問題点を考 えさせ ることをね らい と して本教材を取 り上げた。

(2)本 時のね らい 本 時 は2時 間構成 の第2時 限 にあた る。第1時 限 で は 「日本 の産業

革命」 として 日清戦争か ら日露戦争 にかけての産業の動 向(主 に重工業政策)を とりあげる。

本時で は、 日本の産業革 命 は地域 的に どの よ うな影響 を与 えていたのか を東京 の城北地区

(現 在の北区 ・板橋 区 ・文京区な ど)を 対象に考察 させ る。同 じ城北地 区で も都市化が急速

に進 んだ地域 と、そ うでない地域があること、またその理 由を明確に し近代社会での発展の

過程を理解 させ る。学 習指導要領で は 「日本史A」 の 「(4)近代 日本 の形成 と展開」の 「ウ

近代産業 の発展 と国民 の生活 」で扱 う。
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(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・明治期の人 ○明治期の城北地区における人口増減 グラフをもと ・城北地 区の人

導
口動向 に、人口の増減が起 きた理 由や各区の違 いにっ いて 口統計 グラフ

入
考 え る。 ・年 表

・産業革命直 ○明治初年の城北地区は大部分が農村であったが、 ・地 図1

前の状況 一部で工場 を中心に集落がで きっっあ った情況を知

る 。 ・図 「王子製糸

○富国強兵のため設立された小石川の砲兵工廠 ・板 全景」

橋の火薬工場 ・王子の製紙工場 ・鹿島紡績所のよ う ・地 券

な初期の大規模工場がみな郊外の河川沿いに立地 し ・

展 たことを理解す る。 また工場 の敷地が現在どのよ う

に利用 されているかを知 り関心 を高め る。 ・資料 「日本之

・日清戦争 頃 0工 場労働者の多くは地方の農村出身者で請負制度 下層社会」

に基づいたその生活に余裕が無か ったことを認識

し、当時の都市発展の限界や問題点 を理解する。 ・地 図2

・日露戦争 頃 0産 業革命期の城北地区では宅地化が急速に進んだ

情況を理解 し、その理 由を推測す る。

①主要工場の拡大が戦争や輸出入と連動 し、労働人 ・資料 「砲兵工

口の増加 に結びついていた こと。 廠の拡大 」

② 日露戦争期の好景気を背景に、労働者にもゆとり ・資料 「久世山

開 をもった層が発生 し、労働者層の多様化が都市の拡 の夏草 ・郊外の

大 ・変 質 を もた ら した こと。 家 」

③都市交通に鉄道を組み込むことで、勤労者の通勤 ・資料 「東京市

圏が広が り、新 しく発生 した都市中産階級の成立を 統計書」

助 けた こ と。

○明治期の都市社会は経済不安などに影響を受けや

く、生活基盤が脆弱で あったことを理解す る。

ま ・大正初期の ○明治末から大正初期にかけての城北地区は工業地 ・資料 「北豊 島

東京府内 ・住宅地 ・農地 と地域格差が で きた こ とを理解 す 郡誌」

と る。特に増加 した人 口の多 くが新 しい タイプの給与

生活者だったことを理解 し、大正文化を支えた社会

め 階層の発生を認識す る。

(4)評 価の観点 ①東京の都市発達が産業革命によって引き起こされたことが理解で きたか。

②急速に発達 した都市社会は経済の影響を受けやすかったことを理解できたか。③城北地区

の都市化がどのような過程で成立 していったのか理解できたか。
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(5)指 導上の留意点 ① 資料 はグラフに改め、変化を読取 りやすいよ うに して お く。② 「近

代化 」の担 い手が中産 階級の成長 にあ った ことを指摘 し事後の学習 にっなげる。

4.満 州農業移民

(1)教 材 として取 り上げ た理由 満州農業移民は、満州国の治安維持 と対 ソ戦備、国内農村

の疲弊救済を 目的 として 日本政府によ り計画 された。1932(昭 和7)年 か らの試験移民 を経

て、広 田内閣の もとで本格化 し、終戦 までの間、国策 と して強力 に進め られた。入植地の大

部分は、安価で強制買収 した ものであった。入植 した移民団の多 くは、支配者意識 、異文化

に対す る無理解 など、 いくつかの要因が重な り、土地を追 われ た中国民衆 と民族 的軋櫟を生

じた。 その結果 、中国民衆か ら強い反発を受 ける こととな り、終戦時の混乱 の中で 、多 くの

移民団が ソ連軍 の攻撃に加えて中国民衆の襲撃 を受け、戦死 ・自決 ・病死 ・餓死 などに追 い

込まれた。そ して、 このよ うな状況下で数 多 くの中国残留孤児 ・婦人が生み出 され た。中国

残留孤児 ・婦人の帰 国 ・自立問題を考える上で も、その原点 とな った満州農業移民 とその民

族的軋礫 ・終戦時の悲劇 について学習 し、 その ことを通 じて文化 ・社会の多様性を認め、相

互交流 してい く姿勢 を考え させ ることをね らいと して本教材を取 り上 げた。

(2)本 時のねらい 本時 は、3時 間構成の第3時 限にあたる。第1時 限では 「金解禁 と世界

恐慌」、第2時 限で は 「満州事変 と満州国」を扱 う。農村の疲弊 ・日本の大陸政策の学 習を

うけて、本時では満州農業移民の概要を捉え、現代社会 にどのよ うな影響を与えて いるかを

理解 させ る。その上で、移民団入植 によって生 じた民族的軋礫 と終戦時の悲劇を事例 として

取 り上 げ、異文化を認め、相互交流 してい く姿勢 を考え させ る。本時の内容 は、学 習指導要

領で は 「日本史A」 の 「(4)近代 日本 の形成 と展開 」の 「オ 両大戦を め ぐる国 際情 勢 と 日

本」、 「日本史B」 の 「(6)両世界大戦 と日本」の 「ウ 第二次世界大戦 と日本」で扱 う。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

導 ・中国残留孤 ○中国残留孤児 ・婦人 とその社会的現状について理 ・資料 「朝 日新

児 ・婦人 とそ 解 し、その発生に対 して着 目する。 聞 」

入 の現状

・満州農業移 ○第2時 限で扱 った 日本の大陸政策 を概観する。 ・写 真

民 の始 まりと Ol932(昭 和7)年 の在郷軍 人を中心 と した試験移 ・年表 「満州開

その 目的 民 に始 ま り、百万戸送 出計画の もとで分村 ・分郷移 拓関係年表」

展 民を中心に満蒙開拓青少年義勇軍や大陸の花嫁など
嫡

が送 出された ことを理解する。

○満州農業移民は、満州国においては治安維持と対 ・地図 「満州 開

開 ソ戦備を目的とし、国内的には農山漁村経済更生政 拓民入植図」

策の一手段であった ことを理解す る。

・入植地獲得 ○入植地の大部分は、満州拓殖公社などにより既耕 ・資料 「広 島県

の方法と営農 地を含む広大な土地を強制的に安価で買収 したもの 満州開拓史」
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方法 であることを理解する・ レ 資料 「満蒙開

○自家労働力の貧弱な移民の営農方法は、土地を追 拓青少年義勇

われた中国民衆や満州在住の朝鮮民衆の雇用や小作 軍 」

に委ね られて いた ことを理解す る。

展 ・移民 と中国 ○土地買収に反抗する中国民衆の移民団襲撃がある ・資料 「満 州

民衆 との軋礫 一方
、移民の中国民衆 に対す る問題行動 もあった こ 国 」

・衝突 とを理解す る。

○中国民衆 と融和 し、開拓を行 った移民団 について ・資料 「未完の

理解す る。 旅路」

・終戦 と逃避 ○根 こそ ぎ召集、 ソ連参戦、関東軍 崩壊 とい う状況 ・資料 「祖 国

開 行 での逃避行 と、それに対す る、移民団への襲撃あ る よ 」

いは救 済など といった中国民衆の対応について理解

す る。

○中国残留孤児 ・婦人の生 じた状況を理解する。

ま ・軋蝶 の要因 ○満州農業移民と中国民衆 との民族的軋櫟の要因、 ・資料 「日中十

と と異文化 との そ して異文化 を認あ、相互交流 して い く姿勢 につい 五年戦争史」

め 相互交流 て考 え る。

(4)評 価の観 点 ①満州農業移民の 目的 ・入植地獲得方法 ・営農方法などを理解で きたか。

②移民団 と中国民衆 との軋礫 ・衝突が、終戦時の悲劇の一因 とな ったことを理解で きたか。

③異文化を認 あ、相互交流す る姿勢 につ いて考えたか。

{5)指 導上の留意点 ①臨場感のある資料提供 と、資料読解の為の時間を十 分に確保 し、生

徒 に しっか り考え させ るように配慮す る。②軋礫 と融和 、襲撃 と救済 など、資料提示が一面

的 にな らないよ う配慮する。

5.中 国近代 における西欧文化の受容

(1)教 材 と して とりあげた理 由 唐代の三夷教の流 行や、明清時代のイエズ ス会宣教師によ

る西洋科学の導入 など、中国 は多 くの異文化を取 り込んで きた。ただ し、それ は高度な文化

を誇 る中国主導での ことで あった。 ところが、 アヘ ン戦争以後事態は一変す る。中国 は西欧

近代文化の優秀性 を認識 させ られ、従来 とは異な る形で の文化受容を余儀な くされ た。 「中

体西用 」の スローガ ンをかかげて始 ま った洋務運動 、立憲政体の導入を はか った変法 自強運

動、儒教道徳の打破を 目指 した新文化運動 などは、西欧の文化を受容 し、中国を近代国家 と

して再生 しよ うとす るものであ る。亡国の危機の克服 にっ とめた指導者たちの、思想 と生涯

をたどる中か ら時代を概観 し、異な る文化の受容 と衝突 にっ いて考える ことをね らいと して、

本教材を と りあげた。

(2)本 時のね らい 本時は4時 間構成 の第4時 限にあた る。第1時 限で は李鴻章を中心に洋

務運動の時代を、第2時 限で は康有為 の思想か ら変 法 自強運動の時代 を、第3時 限で は孫文

の活動 を通 して辛亥革命を扱 う。本時で は、陳独秀に焦点 をあて、新文化運動 か ら五 ・四運
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動の時代を とりあげ る。彼は伝統的教育を受 けたが 、西欧文化 に傾倒 して 「民主 と科学 」を

提唱、新文化運動の旗手 とな り、 さらに中国共産党 の創設者の一人 と もな った。常に新 しい

思想 を模索 し、自己変革を繰 り返 した知識人の生涯 と思想の変遷 を辿 り、西欧文化の受容 と、

新 しい中国の思想 的支柱の形成につ いて考察 させる。学習指導要領では 「世界史B」 の 「(5)

近代 と世界の変容 」の 「ウ アジア諸国 とヨーロッパの進 出」 「工 帝国主義 とア ジア ・ア

フ リカ」で扱 う。

(3)展 開例

1
学習項目 学 習 活 動 備 考

導
・陳独秀の生 ○陳独秀は、伝統的知識人と しての教育を受 けた ・資料 年表

涯 が、やがて西欧文化を学び、辛亥革命 に参加 し、革

入
命の挫折後 は新文化運動 の旗手 とな り、五 ・四運動

後 に中国共産党 を設立 したことを理解す る。

・辛亥革命の ○陳独秀は辛亥革命で安徽省都督の秘書長をっ とめ

挫折 たが、蓑世凱の弾圧で 日本に亡命 したことを知 る。

○辛亥革命の挫折が、人々に大 きな失望感を与えた

ことを理解す る。

・新文化運動 01915年 、 陳独秀 は上 海で雑 誌r新 青年 』を創刊

展 の展開 し、国民の意識 改革 に乗 り出 したことを理解す る。

○陳独秀が西欧文化を理想化 した背景を考察する。 ・資料 「青年 に

・伝統的思想 を排除す る武器 と しての西欧文化
。 告 ぐ」抜粋

Or新 青年』に胡適 ・魯迅 ・李大釧 らが論陣を張 り、 ・資料 「文学改

儒教の束縛か らの解放を主張 した ことを理解す る。 良劉議」抜粋

・五 ・四運 動 ○パ リ講和会議 に反対 して五 ・四運動が始ま り、全

の は じま り 国的な反帝国主義運動に発展 したことを理解する。 ・資料 「山東間

○陳独秀が、啓蒙活動か ら社会変革をめざす運動に 題 と国民 の覚

転 じる決意を固めた背景を考察する。 悟 」抜粋

①パ リ講和会議に対する期待 と失望、西欧の民主

主義に対する認識の変化。

開 ②組織された大衆の力の認識。

・中国共産党
〇五 ・四運動後、 ロシア革命 と 「社会主義 」の理論

の設立 が注 目を集めるよ うにな った ことを理解す る。

○ ロシア革命の意義を評価 した陳独秀が、李大釧の

紹介で コ ミンテル ンの代表 と接触 し、1921年 、上海

で中国共産党を設立 したことを理解する。

ま ・新文化運動 ○陳独秀は革命指導の責任を問われ、1927年 に失脚 ・資料 年表

と五 ・四運動 し、29年 には共産党か ら除名 された。 中国における

と の評価 彼の否定的評価 について考察す る。
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あ

○新文化運動 と五 ・四運動が、新 しい中国建設に ど

の ような役割を果 た したかを考察す る。

(4)評 価の観点 ①新文化運動から五 ・四運動期の、中国の人 々の西欧文化 に対する姿勢を

理解できたか。②パ リ講和会議の結果が、中国の人々に与えた影響を理解できたか。③新中

国の思想的支柱 となる社会主義が受容された経過を理解で きたか。

⑤ 指導上の留意点 ①提示する資料か ら思想の特色が読みとれるよう、抜粋する部分の選

定に留意する。②波乱に富んだ生涯を送った思想家 ・革命家を追 うことで、時代の状況を考

察できるように留意する。

皿 異なる視点か らみた交流 と共生

1.ア フ リカか らみた文化史

(1)教 材 として取 り上 げた理 由 アフ リカ史 は、奴隷貿易や植民地化 など外か らの影響 にっ

いて論 じられ ることは多 くて も、この文化圏の主体性 にっ いて扱われ る機会 は少ない。 この

授業では中南 アフ リカ文化圏の独 自性や多様性、他の文化圏 との相互交流か ら生み出 され た

主体的な文化形成について、生徒 に理解 させ ることをね らいと している。

なお、 この教材ではサハラ以南の地域 を扱 うもの とす る。

② 本時のね らい 本時は世界史Aに おいて は 「(1)諸文明 の歴史的特 質」の 「イ 中国文化

～オ キ リス ト教文化」 と併存するかたちで(Dの 中にアフ リカ文化を設定 し、世界史Bに お

いて は、前半の文化圏学 習のなかに 「アフ リカ文化圏」を設定す るかたちで1時 間の授 業 と

して構成す る。 アフ リカ文化の多様性や独 自性、普遍性を 、食文化、音 楽、服飾、記録や伝

達の手段、建築 などの具体例を通 じて理解 させ るとともに、中南 アフ リカ文化が、他の文化

圏 との交流 によ って影響を受 けるなかで、主体 的で複合的 な文化 を生み出 した点や、世界の

他の地域 の文化 に多 くの影響を与え た点を理解 させ る。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・ ア フ リ カ の ○地図 を見 なが ら、 ア フ リカの位 置 や概 念 と とも ・地図 ・絵地図

導
ガイダ ンス と に、多様 な民族が生活 していることを知 る。 またア ・ ワ ー ク シ ー ト

人類の誕生 フ リカで人類が誕生 し、狩猟採集が始 ま った点を復 ・サ ン族の狩猟

入
習 す る。 具など

①農作物 ○ アフ リカ起源 の農作物 について考察 す る。 ・ コ ー ラ の 実

展 (農耕の伝播 ○多様な食のあ り方にっいて知 り、他 の文化圏 と農 ・ コ ー ヒ ー

と礼の文化) 作物の相互伝播があ った ことを理解す る。 ・料理の写真

開 ○資料を読み、エチオ ピアで来客に コー ヒーを出す ・ 「もの 食 う人

時 に、 「味」以外 に何が大切かを考察 す る。 々 」

一11一



②音楽 ○ 楽器 にふれ、音楽 を聞 くことで、 この地 の音楽 に ・ム ビ ラ(楽

(現代音楽へ ついて イメージを高め、アフ リカ音楽の現代音楽へ 器)

の影響) の影響 にっ いての教師の説明を聞 く。 ・RythmesAfri

cans(CD)

③服飾 ○様 々な民族衣装の写真を見て、説明を聞 くなか ・ンデ ベ レ族 の

(複合的な文 で 、 アフ リカの諸民族 が他 の地域 との交 流の なか 女性 ポス ターと

展 化の形成) で、多様で独 自の服飾文化を作 りあげてい った こと ビー ズ

に気 づ く。 ・サヘルの民族

衣装

・ヘ レロ族 の 写

真など

④無文字社会 ○③で紹介された民族の多 くが伝統的には文字を持 ・LeGriot(語

の特質と機能 たなか った ことを理解す る。 り部を題材にし

○我々の社会で文字はどのような役割を果た してい た絵本)

るのかを考察す る。 ・ダ ホ メー王 国

○写真や資料などから、語 り部の役割や、文字以外 の王ア ップ リケ

の手段で知識や情報 を伝達 ・記録 ・継承す るたあの ・ 「無文字社会

多様 な方法があ ることを理解す る。 の歴史」(太 鼓

○文字が必要とされなかった理由を考察する。 ことばによ る歴

○文字の相対性や、文字の発生の起源などについて 史伝承)

開 の教師の説明を聞 く。 ・太鼓

⑤建築と都市 ○各地の建築や都市文化についての写真を見て説明 ・各地の遺跡 の

(交易と文化 を聞 くなかで、地図を参照 に これ らの都市が特 にサ 写 真のカラー コ

交流) ヘルや スワヒリなどサハ ラ砂漠や イ ン ド洋に接す る ピー な ど

所 に分布 してい ることに気づ く。 ・岩塩、陶磁 器

○交易の様子を示 した地図等か ら、交易とともに文 など当時の交易

化交流が行われ、創造 され た点 に気づ く。 品

・ア フ リカ文 ○本日学習 したさまざまな文化を①アフリカ起源の ・ ワ ー ク シ ー ト

化をめぐる相 独自性の強い文化②他の地域か らの文化や文物の流

ま 互交流 入 に影響 されて、独 自に展開 され た文化、③ アプ リ

力起源で世界に広が った文化、の三つに分類 ・整理

と
するなかで文化の相互交流について具体的に認識す

る。

・ピカ ソの 「ア

ビニ ョンの 娘 た

○③ の具体例 として現代美術や ファ ッションについ ち」の絵

め ての教師の説明を聞 くなかで、身のまわ りに アプ リ ・近頃の原宿風

力起源の文化が意外に多 く存在 していることを再認 フ ァシ ョンの 写

識 す る。 真など

一12一



(4)評 価の観点 ① アフ リカが多様で独 自の文化を生 み出 した とい うことを、具体例を通 じ

て理 解で きたか。特 に無文字社会の特性 について理解で きたか。② アフ リカ と他の文化圏 と

の相互交流 によ って多様な文化が生み 出されたことを具体的に理解で きたか。③ アフ リカに

対 して、よ り豊かな感情で接す ることがで きるようにな ったか。

(5)指 導上の留意点 ① 資料 については提示の方法に特 に留意する。②ア フ リカに対 して生

徒が持 ってい る偏見や情 報不足を是正す るよ うに努め るとともに、アフ リカの文化や住人 に

対 して興味 ・関心 を持たせ るよう留意す る。

2.女 性か らみた近代 日本の生活文化

(1)教 材 として取 り上げた理 由 現代社会において男女 は平等 としなが らも、依然 と して女

性 への差別 ・偏 見は大 きい。男女の労働面における役割 の差 は縮少 して きてい るが、社会通

念の中に 「男は仕事 、女 は家庭」 とい う固定的な性別による役割分業意識が根 強 く引 き継が

れている。 これ らは現代に も少なか らず残存す る 「家」制度に基づ く社会的な慣習 によるも

のである。男性 が国家のため、社会のため、妻子のために生 きて きたとされ るその傍 らで女

性 は この 「家」の中で どのよ うな立場 におかれて生 きて きたのかを理解 させ、男女のそれぞ

れの生 き方の多様性や共生の在 り方 を考え させ ることをね らい と して本教材を取 り上げた。

(2》 本 時のね らい 本時 は、3時 間構成の第2時 限に当たる。第1時 限で は、産業革命 と女

子労働 について扱 う。本時で は、 「家 」制度下 におけ る女性の地位や役割を理解 させ る。 ま

た、産業の発展 に伴 い、女性 が社会に進出することによ り 「家」に従属す る女性像を乗 り越

え、 「家」制度 を揺 り動 かす役割を持 ってい った ことを理解 させ る。 その一方 で性別役割分

業観が はっきりした こと も理 解 させる。第3時 限で は、大正デモ クラ シー期を中心 と して婦

人解放運動について扱 う。学習指導要領で は 「日本史A」 の 「(4)近代 日本の形成 と展開」の

「ウ 近代産業の発展 と国民 の生 活」、 「日本史B」 の 「(5)近代 日本の形成 とア ジア」の

「工 近代文化 の発展 と都市や農村 の生活」で扱 う。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

・現代生活 に ○結婚式や墓から現代生活の身の回りに残る 「家」 ・写 真

導
お け る 「家 」 について理解 する。

について ○ 「家 」が個人 にどのよ うな規制を もた らしている
入

のかを考 え る。

・女性 の社会 ○封建制度の名残 りである道徳観が女性を 「家」に ・資料 「女大学」

展 的法的な地位 縛 りつけていた ことを理解す る。 女今川教訓双六」

について ○旧民法が制定されたことにより、男性優位の家父 ・資料 「法学新

長権 、相続権 や 「家」制度が法的に認め られ、女性 報 」 「回 想 コラ

開 の生活が極端に規制されたことを理解する。 ム 」

・主婦権 につ ○炉の座における主婦の位置や呼称か ら農村では女 ・資料 「炉 の座

いて 性 の労働 力が重要視 され、 「家 」の中での主婦の地 順図 ・呼称 」
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位が認め られていた ことを理解す る。

1
・暮 ら しの変 ○ 日露戦争、第一次大戦後の経済の進展 に伴い、女

化 と新 しい家 性を とりま く暮 らしが次第に変化 していったことを

庭観 理解す る。

①都市化の進行と消費生活の拡大に伴い、妻が家 ・資料 「婦人之

展 事万端を整える新 しい主婦スタイルが生みださ 友 」

れ た こと。

②水道などの普及により、女性の家事労働が軽減 ・資料 「日本水

され、余暇時間が生 まれたこと。 道史」 「台所図 」

③女性雑誌の創刊は新 しい女性への情報源として ・資料 「主婦之

の大 きな役割を果た した こと。 友」 「婦 人公論 」

○生活が変化する一方で男女の役割分業がはっきり

していったことを理解す る。

・女子教育の ○女学校の増加は、国家の意図する良妻賢母像を超 ・資料 「女訓十

普及と職業婦 え る女性を も生み出 してい ったことを理解す る。 力条」 「学制百

開 人の増加 年史」

○ オフ ィス業務や交通 ・通信産業などの拡大に伴 い ・ 「婦 人 公 論 」

様々な職種の職業婦人が飛躍的に増えたことを理解

す る。

○結婚 して 「家」を支え るという主婦の役割にとど

まらない生 き方を選択 しようとする女性が生まれた

ことを理解す る。

ま

と

・様 々な生 き

方 と男女の共

生のあ り方

○性別による役割分業観を見直 し、男女がそれぞれ

固有の個性や能力を持ち、多様な生き方の可能性が

あることを理解する。
め

○今後の男女の共生の在 り方について考察する。

(4)評 価の観点 ① 「家」制度が女性の個性や能力の発揮 を制限 し、社会参加 に制約を もた

らしていた ことを理解す ることがで きたか。②資本主義の発展 に伴い、女性 の解放が徐 々に

進んだ一方で男女の役割分業が進んだ ことを理解で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①資料か ら女性の生活をよ り具体的にイ メージで きるよ うに配慮す る。

②女性問題 は単に女性のみの問題ではな く、男性の生 き方に もかかわ るものであ ることに気

づ くよ うに配慮 する。

3.ポ ーラ ン ドからみた 「列強」の抗争

(1)教 材 として取 り上げた理 由 一般的な世界史学習では、帝国主義 の時代を植民地獲得 を

め ぐる欧米 「列 強」間の対立、抗争 とい う視点か ら展開 してい く。 しか し、 ヨーロッパ諸 国

の中で も 「列強」による支配 に苦 しめ られ、それに対す る民族運動を展 開 してい る 「小国 」
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も存在 していたのであ る。 ここで は、そのよ うな 「小国」 と して ロシア ・ドイツ ・オ ース ト

リアの3国 に分割 されていたポーラ ン ドを取 り上げ、ポーラン ドが 日露戦争 とい う 「列強 」

による抗争の中で 、どのよ うに して第一次世界大戦後の独立回復につなが る民族運動 を展開

していったかを教材 と して取 り上 げた。

② 本時 のね らい 日露戦争 、 ロシア第一革命当時の世界情勢を2時 間構 成で扱 い、本時は

2時 間構成の第2時 限にあた る。第1時 限で は、 日露戦争 に至 る国際情勢 と戦争の経過 、 ロ

シア第一革命の勃発 、 日露戦争の結果 を学習す る。本時で は、 日露戦争 はポーラン ド側か ら

みれば、独立を達 成す る機会であ り、 日本 との軍事協力を求 めたが失敗 した こと、 しか し、

ロ シァ領 ポーラ ン ドが ロシア第一革命 の中心地域 とな り、 ロシア第一革命中の ポーラ ン ドの

民族運動 が第一次世界大戦後の独立回復 につなが った ことを理解 させる。学習指導要領で は

「世界史B」 の 「(5)近代 と世界の変容」の 「工 帝国主義 とア ジア ・ア フ リカ」で扱 う。

㈲ 展開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・日本 とボ ー ○ 日本 とポー ラン ドが ロシアをはさんで東西に位置 ・資料 「世 界史

導 ラ ン ドの位 置 してい ることを確認す る。 図表」

・著 名 な ボ ー ○ コペ ル ニ ク ス、 シ ョパ ン、 キ ュ リー夫 人 を 取 り上 ・資料 「ポ ー ラ

ラ ン ド人の外 げ、後者2名 が外国で活躍 したのはポー ラン ドとい ン ドの紙幣」

国での活躍 う国が失われたか らだ とい うことを理解す る。

入 ・ポ ー ラ ン ド ○ 当時 の ポ ー ラ ン ドが 、 ロ シア ・ドイ ツ ・オ ー ス ト
・作 業 「3分 割

3分 割 リアによって3分 割 されて いた ことを理解す る。 地域」の色分 け

・ポ ー ラ ン ド 0コ シチュー シコの蜂起 を取 り上げ、農民の協 力を
・資 料 「ポ ー ラ

民族運動の課 得 られず に失敗 していたことを理解す る。 ン ドの紙幣」

題

・日露戦争の ○前時に学習 したことを確認す る。 ・ ワ ー ク シ ー ト

展 勃発

・日本 との軍 ○ ロ シアか らの独立を勝 ち取 ろうと、 日本 との軍事
・資料 「ポ ーラ

事協力の失敗 協力をめざ したが、 日本側が ヨーロッパでの複雑な ン ドが示 した軍

国際問題に巻 き込まれることを恐れたため、部分的 事協力の内容」

に しか実現 しなか ったことを理解する。

・ロ シア第一 ○前時 に学 習 した ことを確認す る。 ・ワ ー ク シ ー ト

革命の勃発

開 ・労働者 によ ○ ロ シア帝国内の労働者によ るス トライキの中心が ・資料 「ロ シア

るゼネス トと 工業の発達 していた ロシア領ポーラン ドで あ った こ 領 ポー ラ ン ドの

武力闘争の勃 と、第一革命中最初の労働者による武力闘争がロシ 工業生産を示す

発 ア領 ポーラ ン ドで最 も巨大企業が多 く、多数 の労働 地 図 」 「ロ シア

者が居住 していた ウ ッチで起 きた ことを理解す る。 アの ス トライキ

に占め るロ シア
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,

領 ポ ー ラ ン ドの

比率」

展 ・国会開設 ○ロシア皇帝が国会開設の約束を発布 ・ ワ ー ク シ ー ト

・学 校 ボイ コ ○ キュ リー夫人を例 にポーラ ン ド語 による授 業がで ・資 料 「キ ュ リ

ッ ト運動 きなか った ことを紹介。 それを求めて学校ボイ コ ッ 一夫人の伝記 よ

ト運動が展開 された ことを理解す る。 り 」

・ポ ー ラ ン ド ○科 目によって はポーラ ン ド語による授業が実現 し ・資 料 「ポ ーラ

語による授業 た ことを理解す る。 ン ド語による授

開 の実現 業を行 う科 目」

・農民運動 と ○農村の行政用語 としての ポーラン ド語の使用 を求 ・ ワ ー ク シ ー ト

革命の連動 める民族運動が、 ロシア領 ポーラン ドの2/3の 村 に

広が ったことを理解す る。

・第1次 大戦 ○革命 自体 は、 ロシアによって鎮圧 されたが 、ボー ・ ワ ー ク シ ー ト

ま 後の独立回復 ランド人労働者の生活水準は、日露戦争以前より向

と につなが る民 上 し、ロシア第一革命中 に獲得 した諸権利 によ って

め 族運動の高揚 ポーラン ド人の政治的、社会的、民族的な意識が高

まった ことを理解す る。

(4)評 価の観点 ① 日露戦争中 に日本の軍事協力を求 あた、当時のポーラ ン ドの政治状況を

理解で きたか。② ロシア第一革命の中心が ロ シア領 ポーラ ン ドであ り、革命の結果 ポーラ ン

ド人の民族運動が 高揚 して いった ことが、第1次 世界大戦後の独立回復 にっなが ることを理

解で きたか。

(5)指 導上の留意点 日露戦争 、 ロシア第一革命の経緯 とポーラ ン ドの民族運動 の展開 とが

相互 に関連 していることを、生徒が理解で きるよ うに年表を活用す る。

4.中 国系住民からみた東南 アジア諸国 ～ タイ、マ レーシアを実例 に～

(1)教 材 として取 り上げた理 由 現代の世界で は、異 なる民族が 同一の国で共生 してゆ く例

が数多 く存在する。 しか し、それぞれの国内での状況をみ ると、移住 して きた民族が先住民

族 と融合 している国 もあるが、融合で きず に先住民族やその他 の民族 と対立 している国 も多

い。今回の研究で は、中国 とイ ン ドという地理的に重要な地域 の間に位置 し、多 くの民族が

移住 して複雑な社会を形成 してい る東南 アジア諸国にお いて、その海外進出や経済発展が世

界的 に注 目されて いる中国系住民 の進 出と進出先の社会への対応 の違 いを、移住人数が多い

タイとマ レー シアを例に比較 し、東南 アジアにおける異な る民族 の共生についての考察を深

めることを目標 とす る。

(2)本 時のね らい 本時 は、3時 間構成の第2時 限に当た る。第1時 限では、民族 ・宗教の

分布を中心に した 「東南 アジア諸国の概略」について理解 させる。本時では、東南 ア ジアに

最 も多 く移住 し、社会的な影響 も大 きい中国系住民 と進出先の社会 との関係を、 タイとマ レ

ー シアを事例 として比較 し、東南 ア ジア諸国における異な る民族 の共生を考察 する。第3時
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限で は、東南ア ジア諸国連合(ASEAN)な どを通 して 「世界の中の東南 ア ジァ」にっ い

て理解 させ る。学習指導要領で は、地理Aの 「(2)世界の人 々と生活 ・文化 の交流 」の 「イ

諸民族の生活 ・文化の地域性」で、または地理Bの 「(4)世界 と日本」の 「ア 世界の地域区

分 と地域」で、いずれ も 「東南 アジア」を取 り上 げる際に扱 う。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・東 南 ア ジア ○バ ンコクの中心部 に中国人街(チ ャイナタウ ン) ・同縮尺 のバ ン

導 諸都市の中国 が位置することを確認 し、中国系住民がタイの社会 コクと東京の市

人街(チ ャイ の中で重要な位置を 占めることを考え させる。 街地図の比較

入 ナ タウ ン)の

分布

・世界の中国 ○中国系住民の移住先が世界の中で も東南アジア諸 ・ ワ ー ク シ ー ト

系住民の分布 国 に集中 して いる点を理解す る。 ・統計 「華人統

・東南 ア ジア ○中国系住民が東南 アジア各国の人 口の10～30%を 計年鑑」

諸国の中国系 占め るが、国 によって割合が相当異 なる点を理解す

住民の全人口 る 。

展 に占める割合 ・ ワ ー ク シ ー ト

・中国系住民 ○ 中国系住民が、東南 アジア諸国で商業 ・金融 とい ・統 計rSixth

の職業別就業 った面で強い影響力を持 ってい る点 を理解す る。 MalaysiaPlan

人口 ・資 料 「タ イ 、

・中国系住民 ○ タイ ・マ レー シア両国における中国系住民の意識 マ レー シア の 中

と タイ ・マ レ の違 いを理解す る。 国系住民」

一シア社会 ・資 料 「マ レ ー

○ 中国系住民 とタイ ・マ レー シアの社会政策 との関 =ジ レ ン マ 」

係を理解する ・ ワ ー ク シ ー ト

①タイの中国系住民融合政策 資料 「タイ 、 マ

開 ② マ レーシアのブ ミプ トラ(土 地の子)政 策 レー シァの教育

○マ レーシアとタイの中国系住民 に対す る政策の違 制度 と言語」

いの背景について理解する ・資 料 「マ レ ー

①両国の教育制度について シアにおける民

②両国の先住民族の宗教の違いについて 族別の食習慣の

違 い 」

ま ・民族の共生 ○東南 ア ジアに は、様 々な民 族構成 を もつ国が あ

と
か らみた東南

アジア諸国

り、同じ民族でも国によって置かれている立場が異

なり、共生の仕方 も多様である点を中国系住民を通

あ して理解す る。
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(4)評 価の観点 ①東南ア ジア諸国の中での中国系住民の人口の多 さと、社会的な地位の重

要性 を理解で きたか。② タイとマ レー シアにおける中国系住民の現地社会 との関係 は異な り、

その背景 には教育制度や宗教 の違 いな どがあ ることが理解で きたか。③東南ア ジァの中で も

国によ って民族構成が異 なり、さまざ まな形での中国系住民 と先住民族 との共生がみ られ る

ことが理解で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①民族 。宗教を扱 う際には、統計 などを利 用 して客観 的に、かっ公平

に扱 うよ うに考慮す る。② 資料の提示 方法 に留意 し、ただ資料を読 ませ るだけにな らないよ

うにす る。③ 「東南ア ジア」の単元の中で扱 うため、 中国系住民 と東南 アジァの先住民族 と

の関係に限定 して扱 う。

5.オ セアニアの ミニ国家 ・地域か らみた人 々の生活 と文化

(1)教 材 と して取 り上げた理 由 オセアニ ア地域は、 東西14,000km、 南北10,000㎞ もの広大

な範 囲で 、地球 の表面積の三分の一程 に も及ぶ面積で ある。 しか し、この地域 に関す る私 た

ちの知識や情報は乏 しく、理解度 も低 い。 また、授業で扱 う機会 も、太平洋 の島喚につ いて

は非常 に少 ない。 また、民族的に もオ ース トロネ シア語族に関 して取 り上 げる教材が比較的

少ない。そ こで、本研究で は、大国の支配の中で揺れ動 いて きた、太平洋の小 さな国 々 ・地

域 を取 り上げ、そこで暮 らす人 々の生活 ・文化 の多様性を考察 し、自然環境 との関連や社会

的な背景な どを含めて学習す ることをね らい と して取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本時 は4時 間構成 の うち、第3時 限に当たる。第1時 限では、オ ース ト

ロネ シア語族 の分布や移動、オセアニ ア地域 の地理 的 ・歴史的な位置づ けをお こな う。第2

時限で は、 自然環境 との関連 につ いて、サ ンゴ礁の形成 などを含めて学習す る。第4時 限で

は、オセ アニア地域における大国オー ス トラ リアを取 り上げ、先住民アボ リジニとの関係や

共生 について学習す る。学習指導要領 では、 「地理A」 の 「(2)世界のさまざ まな人 々の生 活

・文化 と交流 」の 「イ 諸民族の生活 ・文化 と地域性 」で扱 う
。

(3)展 開例一
導 ● 「楽園・の ゆ 印象派の画家 主 ギ ャンカミ愛 し暮 らした タヒチに1・ ゴーギ ・ンの

イメー ジと観 つ いて、彼の絵 画を見 なが ら位置を確認す る。 絵

l

i入

光地 としての

島喚

}○ 南太平洋の音楽 を紹介 し、旅 行パ ンフ レッ トか ら

1所 要時間や費用 などを知 る。

・CD音 楽

「タ ヒチ賛 歌 」

・フラ ンス副 ○ フランス領剥 ネ シアでの人 々の暮 らしを映像で ・VTR

展 外領での人々 見なが ら、観光 と産業 について理解す る。 f南 太.,洋 」

1の暮 らしi ○島民の生活 を支え る 「根菜文化 」(タ ロイモ ・ヤ ・図 タ ロイ モ

開

ムイモ)や パ ンノキなどの主食 にっいて知 る。

○ 欧米化 され た人 々の暮 らしと伝統を守 ろ うとする

1動 きを知 る。

・繍 の劉 ・コブラ(コ コヤシの脂肪分)が 重要な輸出品であ
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につ いて こと。黒真珠養殖が 日本の技術の伝授 によ り、現在 ・コ コヤ シの実

重要な輸 出品 とな ってい ることを知 る。 ・資料 「世界統

○観光が大きな収入源であることを知る 計年鑑」

・核実験 と反 ○核実験の強行と反対運動の状況を知る。 ・写真 核実験

展 対運動 ○核関連施設や産業で働 く人々が1万 人 もいること ・新聞記事

を 知 る。 「地下核実 験」

・ミニ 国家 ナ ○人 口10,000人 のナウル共和国の位置を確認す る。 ・ ワ ー ク シ ー ト

ウルの経済と ○ ナウル経済 は リン鉱石の輸 出に依存 してお り、教 ・写真 リン鉱石

暮 らし 育 ・医療 費などは無料、所得税 もない タ ックス ・へ ・資料 「開発途

プ ンで南太平洋随一 の生活水準であ ることを知 る。 上国の基本統計

・ナ ウ ルの課 ○資源の枯渇や環境破壊などが大きな課題であり、 大洋州編」

題 海外への投 資などの対策 にっいて理解す る。

・ミニ 国 家 ツ ○人 口9,000人 の ツバルの位置を確認す る。 ・郵便切手

バルの経済と ○ コブラ中心の産業や郵便切手の発行などの経済状 ・資料 「南太平

暮 らし 況つ いて知る。 洋 島lia?国の 概 要

○人 々の生活を支え る漁業 について、釣針やア ウ ト ・図 カ ヌ ー

開 リガ ー ・カ ヌーな どか ら理 解 す る。 ・図 釣針

○ 日本 との貿易 ・経済協力の現状 を理解す る。 ・資 料 「対 ツバ

○環礁か らなる島 々で、最高点で も海抜5mの ミニ ル貿易 ・援助 」

国家が地球温暖化問題の中で、水没の危機に直面 し ・新聞記事

ている事実を理解す る。 「ッバ ル首 相 」

ま ・ミニ 国家 の ○ 「楽園」のイメージとはか け離れた、厳 しい現実 ・ワ ー ク シ ー ト

と
課題と先進国

の協力

があ り、太平洋諸国の連帯や、先進 国で ある日本に

期待 されて いる役割 も大 きい ことを認識す る。

め ○地球的課題と国際協力の学習への予告 とする。

(4)評 価の観点 ①地域によって異 なる人 々の生活 と文化 の特色が理解 で きたか。② ミニ国

家が抱え る経済の基盤の弱 さ と問題点が理解で きたか。③人 々の生活が 自然環境や社会環境

と深 くかかわ りあって いることを理解で きたか。

(5)指 導上の留意点 ① 日本人の尺度 やイメージにと らわれ ることな く、異 な る人 々の生活

や文化の特色を理解 させ るよ うに留意す る。②VTRや 図 ・新聞記事な どの資料がわか りや

す く提示で きるよ うにす る。③次 に学 習す る、 「地球的な課題 と国際協力」の学習への関連

について生徒 に考察 させ るよ うに配慮す る。
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皿 身近な素材を通 してみた世界と日本

1.絹 織物業の伝播 に関わる世界史

(1)教 材 として取 り上 げた理由 世界史 において、絹織物 はシル クロー ドを通 じて西方世界

に もた らされ、高価な物産 と して取 り引 きされた ことが授業で取 り上 げ られ る。 日本史 にお

いては、古 くよ り各地域の特産品 と して扱われ、明治維新以降、外貨獲得物産 と して世界最

大 の輸 出規模を誇 るよ うにな った ことが取 り上げ られ る。 しか し、世界史 において、製造業

としての絹織物 業が西方世界にどのよ うに伝播 してい ったかについて取 り上げ られ ることは

少 ない し、 日本 における絹織物の現在 がどのよ うになっているかを知 る人 は少 ないであ ろう。

言 い換えれば、絹織物 とい うものの存在 は認識 していて も、それが身近な ところで使われて

いるという意識 は現在薄 くな ってい るといえ る。 そ こで、絹織物業 について、世界史の諸事

項 と関わ らせ、 日本 における近現代の絹織物産業 につ いて触れ る ことで、普段見逃 されがち

な物産に対す る生徒の興味 ・関心 を深 あさせ ることを目的 として、本教 材を取 り上げた。

(2)本 時のね らい 本時は2時 間構成 の第2時 限 にあた る。第1時 限では、導入 において、

絹を使 った様 々製品を提示す ることによ って興味 ・関心 を引 き出 し、絹織物 につ いての基本

的な情報 と、絹織物業 の西方世界や 日本への伝播 について取 り上げ る。本時で は、 ヨー ロ ッ

パに伝わ った絹織物業がその歴 史にいか に関わ って いたかに触れ、 日本 の絹織物業の近現代

の状況にっ いて理解 させ ることを 目的 とす る。学習指導要領で は、 「世界史A」 の 「(2)諸文

明の接触 と交流」のま とめ と して、 「世界史B」 で はテーマ史 と して扱 う。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・ ヨ ー ロ ツ パ ○ ビザンツ帝国が絹織物の生産を独占しようとした ・地図によ る絹

導 への絹織物業 ことか ら、絹織物業を もっ ことが経済的 に大 きな効 織物業の拡大の

の伝播 果を持つ ことを確認する。 再確認

○ イスラムとノル マ ン人の活動 によって、絹織物業

入 がその接点であ るシチ リア島か らヨーロ ッパに伝播

した ことを確認す る。

・ ヨ ー ロ ツパ ○ルイ9世 に始ま りフラ ンソワ1世 をへてア ン リ4 ・地 図 「16世紀

近代国家の形 世にわた って、絹織物業が フランスに導入され た こ の ヨ ー ロ ッ パ 」

展 成と絹織物 とを知 り、導入を必要 と したそれぞれの王の直面 し

た課題を理解す る。

・絶対主義 と ○絹織物業の発達は、フランス絶対主義を経済面か

絹織物業 ら支えたが、ルイ14世 の ナン トの勅令の廃止 は、多

くの絹織物業者をイギリスに亡命させ、絶対主義衰

開 退の一 因とな った ことを理解す る。

・産業革命 と ○イギ リスの伝統的産業である毛織物業と、新たに ・史 料rキ ャラ

絹織物業 輸入 され るよ うにな った綿織物 との衝突によ り、産 コ輸入禁止法』
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業革命が発生するが・その際に毛渤 業者と手を結1

んだ絹織物業者の存在を理解する。1

・西欧 と日本 Ol840年 代、蚕の伝染病の流行によ って壊滅的な打i
・上垣守 国 『養

展 の結 びっ き 撃を受 けた ヨーロ ッパ絹織物業界 は日本よ り大量 の 蚕秘録』および

蚕の輸 入をお こなった こと、 また同時期 に日本の養 仏訳本

蚕書が もた らされ、 フランス語 ・イタ リア語 に翻訳

された ことを知 る。反対 に ヨーロ ッパの養蚕書が 日

本 にももた らされて いた ことを知 る。 ・資料 「日本 の

開 ・日本の産業 Ol880年 代後半 にフラ ンスの技術 などを導 入 して絹 品目別輸出入の

革命と絹織物 織物産業の産業革命が始 まり、1909年 には生糸輸 出 割合」

が世界最大にな った こと蜘 る.ま た、その発達が1.資 料 ・女工哀

国民の犠牲の上に成 り立 っていた ことを理解す る。 史 』

・世界恐慌か 01929年 の世界恐慌 の影響か ら、生糸輸 出が5年 間 ・資料 「日本 の

ま ら第二次大戦 で四分の一 にまで激減 し、農村や産業 界に大 きな打 恐慌 」

へ 撃を与え た ことを知 り、戦争突入の一 つの要因 とな

と
・絹織物業の

った ことを理解す る。

○世界最大量を誇 っていた我が国の生 糸輸出が、現 ・資料 「絹織物

現況 在お こなわれて いない ことを知 り、その原因が化学 の輸 出量推移 」

め 繊維の進出や、産業構造の変化などによることを考 ・資料 「世界 国

察す る。 また世界の絹織物生産の現況を知 る。 勢 図会 」

(4)評 価の観点 ①絹織物が 、単 なる交易品でな く、歴史上の様 々な出来事 と密接 に関わ っ

て いることを理解で きたか。②絹織物が 自分達の身近 に存在す ることに気づ き、興 味 ・関心

を深め、我が国が絹織物を通 じて世界 とつ なが っていた ことを理解で きたか。

㈲指導上の留意点 ①絹織物業の伝播 にっ いて は、地 図を効果的に使用 し、その広 が りを視

覚的 に認識で きるよ う配慮す る。②史料 ・統計については、精選 して提示 し、時間をか けて

読み取 らせるよう配慮す る。

2.食 糧問題か ら考える世界史

(1)事 例 と して取 り上げた理 由 世界の一体化が進むなか、 「民族紛争 」 「食料危機」 「環

境破壊」な ど現在地球規模で考え るべ き問題が数多 く存在 する。 これ らの問題 は一見、人類

が過去 に直面 した ことはな く、複雑で解決 は難 しいよ うにみえる。 しか し、歴史的経緯 を認

識 ・把握す ることによ り、解決への糸口を探 ることも可能 である。そ こで これ らの問題 のう

ち、特 に人間の生存にかかわ り、 また生徒 に とって も身近 な話題であ る 「食糧 」問題を中心

に、世界史学 習の まとあ として、歴史に鑑 みて問題解 決に取 り組む姿勢を育 てる ことを 目的

に本教材 を取 り上げた。

(2)本 時のね らい 本時は3時 間構成の第3時 限 にあた る。第1時 限で は、古代文明の盛衰

を食糧獲得の術 としての農耕 と環境負荷の観点か ら理 解す る。第2時 限で は16世 紀以降の植
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民地政策の一環 としてのモ ノカルチ ャーと江戸時代の農業 を比較検討 し、環境 に対 する影響

力を考える。本時で は 「食糧」を題材 と して 日米関係を中心 に冷戦構造の知識理解 に偏 りが

ちな現代史に新 たな観点を示す。また環境破壊が叫ばれる中、 日本が今後 「食糧」に対 して

とるべ き方策を も考察 させる。学習指導要領では、 「世界史A」 の 「(4)現代世界 と日本」の

「オ 科学技術 と現代文明」 または 「カ これか らの世界 と日本」、 「世界史BJの 「(7)現

代の課題 」の 「イ 科学技術の発展 と現代文明」または 「ウ これか らの世界 と日本」で扱

う。 また、本時 に限 ってな らば、 「日本史A」 「(5)現代の世 界 と日本 」、 「日本史B」 の

「(7)現代の世界 と日本」で扱 うもことも可能である。

(3)展 開例

学習項目 学 習 活 動 備 考

・日本の食糧

導 事情(過 去 ・

現在)

入

○家族や高齢者 などに食の体験、給食 の体験な どに

ついてイ ンタビューを行い、結果を発表す る。

○ インタビューの発表を聞いて 、グラフを作成 し、

自 らの体験 との違 いを確認す る(給 食の主食がパ ン

主体なのか、米飯主体なのかなど)。 また、その違

いが生 じた理由を考え る。

ワ ー ク シ ー ト

・給食 メニ ュ

ーの輸入食品

・日本の食糧

展 自給率

・小麦の自給

率が低 い理 由

0実 際の給食の メニ ューか らどの ような食糧 ・食品

が輸入 されてい るのか考え る。(大 豆製品、小麦製

品、肉類、果実類、砂糖に特 に注 目する。)

01995年 の食糧 自給率表か ら特 に小麦や大豆、肉の

輸入依存度が高い ことを確認す る。また、自給率が

次第 に下が って いった ことを確認す る。

0さ きほど確認 した品 目の中で小麦を取 り上げ、 自

給率が下が って いった経緯 を学校給食 を中心に、ま

た、国際情勢 ともか らめなが ら理解す る。

① ララ物資、 ガ リオア資金、MSA援 助小麦

・給 食 の メニ ュ

・食糧 自給率表

・ワー ク シー ト

・学 校 給 食 法

・キ ッチ ンカー

PL480号 ②商業 と しての小 麦貿易 の写真

○ 日本人の嗜好の変化について確認す る。
1

・年 表

開 ・食 糧 は 「兵 ○ アメ リカ合衆国の小 麦戦略の意味を確認す る。

器」なのか ○ アメ リカ合衆国が食糧 を 「兵器」 として使 った例

を知 る。

・ECの 農 業 OECの 共通農業政策 と日本の戦後の農業政策の違 ・ ワ ー ク シ ー ト

政策 いを確認 する。

・遺伝子組み ○遺伝子組換え作物の登場 も食糧を国際政治の武器 ・P遺 伝子組換

ま 替え作物登場 として扱 う例 と して も考え ることも可能な こと、そ え食品の検証 』

れは歴史的経緯を把握することによって明確化する

と ことを確認す る。
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1 ・食糧か ら今 ○学 習のま とめとして、 「食糧」を中心 にすえて今 ・ ワ ー ク シ ー ト

め 後の世界を考 後の世界のあるべき姿、日本の果たす役割などを考 ・意見文の作成

【
え る 察 す る。

(4)評 価の観点 ① 日本の現 在の食糧 自給率 の低 さが理解で きたか。②小麦の 自給率が下が

った背景に 日米関係があ ることが理解で きたか。③現代的 な問題 について も歴史的経緯をた

どってみ ることによ り、 さまざまな観点をえ られることが理解で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ① 世界史で は統計資料(グ ラフや表)な どを扱 うことが少ないので、

生徒が きちん と読み取 っているか配慮す る。②生徒 インタビューでは事前 に ワークシー トを

配布 し、その ポイ ン トを示す。③小麦の自給率 が下が った経緯 については、国際情勢の流れ

の中で把握 させ る。

3.米 国籍企業 を通 して見 た世界 と日本

(1)教 材 として取 り上 げた理 由 現在 、我 々の身近 にはアメ リカ合衆 国生 まれの多国籍企業

が多数存在 して いる。 これ らの企業 は現代社会に物質的豊 かさと快適 な生活 を もた らす よ う

な世界的 ・大衆的商品を生み出 してお り、全世界 にさまざまな影響を与えている。1960年 代

後半か らの 日本 とアメ リカの歴史を学習す ることは、世界 の一体化 と現代世界史を理解す る

たあの一っの方法であ る。そ こで本研究 は、 このよ うなア メ リカ合衆 国生まれの多国籍企業

の一っで大衆 的 ・世界的商品を生み出 したM社 を取 り上げ ることで、現在 も進行 しっつあ る、

国家の壁を超 えたボーダ レス ・グローバルな時代につ いての認識 を深め るために本教材 を と

り上げた。

なおM社 を取 り上げたの は、①生徒に とって身近 な存在の企業であ る。② モスクワへの 出

店 などが世界 的に話題 とな り、世界の一体化を生徒 に理解 させやす い。等の理 由か らであ る。

(2)本 時のね らい 本時 は4時 間構成の第4時 限にあた る。第1時 限で は第一次世界大戦後

の1920年 代 に空前の繁栄 を誇 ったアメ リカ合衆 国の経済を扱 う。第2時 限で は世界恐慌 と各

国の対応について学習す る。第3時 限では1945年 ～60年 代のア メ リカ合衆国 と冷戦 について

学習す る。本 時で は1960年 代後半か らの 日本 とア メ リカの経 済 と世界の一体化(ボ ーダレス

化 ・グローバル化)に ついて考察 させ る。学習指導要領では、 「世界史A」 、 「(4)現代世界

と日本 」の 「イ アメ リカ合衆 国 とソビエ ト連邦」、 「世界史B」 の 「(6)20世紀の世界」の

「アメ リカ合衆国 と自由主義諸国」で扱 う。

⑧ 展開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

導 ・ア メ リカ生 ○戦前アメリカ合衆国で普及 した商品について確認 ・朝 日百科 「世

入 まれの商品 す る。 界の歴史」119巻

・現在の我 々 ○ 身 近 な企業 ・商 品 、例 え ば フ ァー ス トフー ド、 清 ・資料 「食 と農

展 が接す るア メ 涼飲料水な どを発表させてい く。 の戦後史」

リカ企業 ・商 ○米国籍企業か ら受容 したものが日常生活の多岐に

開 品 わた ってい ることを確認す る。

・貿 易 ・資本 01967年 か ら段階的資本 自由化が開始 された結果、 ・年 表
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の自由化 アメ リカ系の多国籍企業が 日本進 出の きっかけをっ

かんだ ことを知 る。

○高度経済成長期 に政府 によ って保護 されて きた 日

本の産業が競争 に直接 さらされ ることになった こと

を理解す る。

○身近 にあ る企業 と してM社 の 日本進出が1971年 で ・資料 「食 と農

あ った こ とを知 る。 の戦後史 」

展 ○ フ ァー ス トフー ド流 行 の理 由を考 え る。

① コメ離 れ ・肉食な ど食生活が変化 したこと。 ・日本 国勢図会

②早 くで き、手軽に食べ られ るということが 日本

人の食習慣 にあ っていた こと。

③アメリカの物質的に豊かな生活があこがれの対

象 とな って い た こと。

・M社 の成長 OM社 が日本 と世界で店舗数と売上高をのば してい ・資 料rM社 の

と グ ローバ ル った過程 と現在 を知 る。 店 舗 数 と売 上

化 ○ アジアで最初 に出店 したのが 日本であ り、現 在 日 高 」

本の店舗数が世界第2位 であ ることを知 る。

○ マニ ュアル化 されたサー ビス ・便利 さと効率化の ・資料 「各国の1

追求 ・商品の品質の均一化 ・共通かっ多様な メニュ M社 の メニ ュー

一 ・広告 と宣伝の重視 などM社 の特徴その ものが経
な ど 」

開 済的普遍性 を もっていることを理解す る。

・冷戦終結後 OI989年 に東西冷戦が終結 し、1990年 に資本主義の ・新聞記事 「冷

の状況 象徴であるM社 がモス クワに出店 した意義にっいて 戦 終 結 」 ・rM

考察する。 社の モス クワ出

Ol991年 の ソ連消滅など社会主義体制の崩壊が経済 店 」 ・ 「ソ連 消

の ボーダ レス化 ・グローバル化 を進行させた ことを 滅・i

理解する。

○肥大化 した多国籍企業 と資金 ・人 ・技術などが国 ・日本国勢図会

境を越えて移動する経済の開放体制を理解する。1

ま ・ボ ー ダ レ ス ○世界経済の一体化が飛躍的に進んだが、その一方
1

・新 聞 記 事

と ・ グ ロ ー バ ル で画一的消費文化の拡大や競争の激化などを生みだ 「リ ヨ ン ・サ ミ

め 化の問題点 した ことを認識す る。 ッ ト」

(4)評 価 の観点 ①米国籍企業(主 にM社)が 日本 と世界に進 出で きた理 由にっいて考察す

ることがで きたか。②現在 の国際情勢 と日本の状況 に関心を もち、 ボーダー レス化 ・グロー

バル化が進展す る傾向にある ことを理解で きたか。

(5)指 導上の留意点 ①身近 にあ る米国籍企業 ・商品を例 にとることで、1960年 代以 降の ア

メ リカと日本 についての現代史が理解で きるよ うに留意する。②新聞を読む ことが現代史を

把握す る一つの方法であ ることを説明する。
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